臨床教育課の取り組みに関するアンケート調査②
　　～参加したくなるセミナーの運営を目指して～
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【 はじめに 】大分県理学療法士協会の臨床教育システムにおいて,ナイトセミナー(以下:セミナー)は例年多数の会員が参加している事業である.セミナーのさらなる発展を目的として参加者にアンケート調査を実施し,現行のセミナーの問題点と会員の動向を把握し次年度のセミナーのテーマや内容について検討を行った.

【 対象 】H28年度ナイトセミナー各論編(3回)ののべ参加者400名で本研究の目的に対する説明を十分に行い,同意が得られた参加者とした.

【 方法 】全20問(一部複数回答可)からなる無記名,選択式,記述式のアンケート用紙を受付にて配布しセミナー終了後に回収した.アンケート内容から,特に,セミナーに対する難易度,興味のある研修会は何かという項目について結果を記載する.結果はアンケート内容の各質問項目に対する全体の割合として百分率で表す.
 
【 結果 】難易度の項目(％)では,適切56.1,難しい39.5,簡単4.7であった.どんな研修会に興味があるかの項目(％)では［開催期間］単発型71.1,継続参加型28.6,［講義形式］座学42.1,実技42.4,グループワーク15.5,［病期］急性期22.2,回復期27.0,維持期14.3,予防15.2,病期にこだわりはない21.1,［疾患の種類］運動器28.5,脳血管23.1,呼吸器12.8,循環器12.3,その他内部障害7.2,がん2.5,疾患にこだわりはない13.3,［テーマの種類］特定の関節12.4,特定の疾患16.1,基礎医学20.9,症例検討8.5,治療手段22.0,教育5.4,管理運営4.5,コミュニケーション6.3,プレゼンテーション3.3であった.

【 考察 】難易度は約40％が難しいと解答しているため,基礎的な内容や用語,出典先の記載など注意する必要がある.また,単発で基礎医学,治療手段に興味があるという意見が多い一方で,病期や疾患の種類においてはこだわりがないという意見があった.次年度のセミナーは,症例の評価と治療方法の選択・実践について,基礎医学や全体的な観点から学習できるような方向性のテーマを模索していきたい.

